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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 4,589 △3.1 1,207 △2.5 1,588 － 1,045 － 

29年３月期第１四半期 4,734 3.5 1,239 △8.0 △228 － △251 － 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 1,137 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △1,527 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 26.54 26.53 

29年３月期第１四半期 △6.33 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 40,974 32,286 78.8 819.27 

29年３月期 41,791 31,658 75.7 803.39 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 32,276 百万円   29年３月期 31,651 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年３月期 － 13.00 － 13.00 26.00 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   13.00 － 13.00 26.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 10,200 5.0 2,700 4.2 3,000 201.2 2,000 248.8 50.76 

通期 20,500 4.7 5,600 1.4 6,000 6.5 4,000 6.2 101.53 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 53,812,692 株 29年３月期 53,812,692 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 14,415,432 株 29年３月期 14,415,366 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 39,397,277 株 29年３月期１Ｑ 39,685,412 株 

 

 

※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、海外景気や個人消費の回復を背景に、企業の景況感は幅広い

業種で改善し、業績見通しや設備投資の計画には堅調さが見られます。欧米においては、景気回復を受けた金融政

策の出口を睨んだ変更の検討が開始されるなど、先行きの不透明感はやや和らいでおります。

 当社関連の店舗・商業施設、住宅・マンション等の分野におきましては、オリンピックに向けたホテル等の新設

や再開発の動きが本格化しているものの、マンションについては低調な傾向が見られます。

 このようななか、当社グループはファブレスメーカーとしての特質を生かした新規商品の開発・販売を推し進め

るとともに、テレビＣＭの放映やショールームの整備などにより、顧客基盤の拡大に努めております。

 当第１四半期連結会計期間の経営成績につきましては、全体的な工事の遅延などにより、売上高は4,589百万円

（前年同四半期比3.1％減）、営業利益は1,207百万円（同2.5％減）となりました。当社は商品仕入れ時の為替変

動リスクをヘッジしておりますが、当第１四半期連結会計期間における洗い替え等によるデリバティブ評価益とし

て311百万円（前年同四半期は1,501百万円の評価損）を計上いたしました。この結果、経常利益は前年同四半期よ

り大幅増の1,588百万円（前年同四半期は228百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益も同様に前年同

四半期より大幅増の1,045百万円（前年同四半期は251百万円の損失）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産負債の増減

 当第１四半期連結会計期間末における資産総額は前連結会計年度末に比べ816百万円減の40,974百万円となり、

また、負債総額は前連結会計年度末に比べ1,444百万円減の8,688百万円となりました。純資産は、前連結会計年度

末に比べ628百万円増の32,286百万円となり、この結果、自己資本比率は78.8％となりました。

②連結キャッシュ・フロー

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ947百万円減の5,183百万円となりました。なお、当四半期連結会計年度期間における連結キャッシュ・フローの

状況は以下のとおりであります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

 営業活動により得られた資金は378百万円（前年同四半期は683百万円）となりました。その主な内訳は、税金等

調整前四半期純利益1,566百万円、売上債権の減少501百万円、法人税等の支払額1,734百万円です。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果支出した資金は463百万円（前年同四半期は457百万円の支出）となりました。その主な内訳は、

有形固定資産の取得による支出227百万円です。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果支出した資金は、859百万円（前年同四半期は932百万円の支出）となりました。その主な内訳

は、長期借入金の返済370百万円、配当金の支払い489百万円です。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因によ

り、予想数値と異なる可能性があります。特に、経常利益、当期純利益は、為替の変動により、36ヶ月を超える為

替予約に係るデリバティブ評価損益が生じた場合、その影響を受けることとなります。現時点において、平成29年

４月７日の「平成29年３月期決算短信」で公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はあり

ません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,131,327 5,183,545 

受取手形及び売掛金 4,746,825 4,245,601 

商品 3,205,327 3,092,114 

その他 1,260,427 1,340,814 

貸倒引当金 △4,003 △2,226 

流動資産合計 15,339,904 13,859,849 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,699,937 8,891,751 

土地 15,318,148 15,318,148 

その他（純額） 707,300 712,280 

有形固定資産合計 24,725,386 24,922,181 

無形固定資産 399,894 468,510 

投資その他の資産    

投資有価証券 182,642 300,326 

為替予約 320,607 577,880 

その他 818,230 841,796 

投資その他の資産合計 1,321,480 1,720,003 

固定資産合計 26,446,761 27,110,694 

繰延資産    

社債発行費 5,013 4,386 

繰延資産合計 5,013 4,386 

資産合計 41,791,679 40,974,931 

負債の部    

流動負債    

買掛金 462,552 455,266 

1年内償還予定の社債 100,000 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,449,475 1,345,516 

未払法人税等 1,749,383 394,010 

賞与引当金 110,791 171,457 

その他 676,334 1,034,223 

流動負債合計 4,548,537 3,500,474 

固定負債    

社債 100,000 100,000 

長期借入金 5,083,449 4,816,935 

役員退職慰労引当金 33,941 33,941 

その他 367,087 236,915 

固定負債合計 5,584,478 5,187,792 

負債合計 10,133,015 8,688,266 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,500,000 12,500,000 

資本剰余金 2,230,972 2,230,972 

利益剰余金 22,552,891 23,086,514 

自己株式 △6,449,428 △6,449,506 

株主資本合計 30,834,435 31,367,980 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 16,365 30,901 

繰延ヘッジ損益 800,709 877,998 

その他の包括利益累計額合計 817,074 908,900 

新株予約権 7,153 9,784 

純資産合計 31,658,663 32,286,664 

負債純資産合計 41,791,679 40,974,931 

 

- 4 -



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,734,199 4,589,602 

売上原価 2,322,505 2,206,724 

売上総利益 2,411,694 2,382,878 

販売費及び一般管理費 1,172,350 1,175,028 

営業利益 1,239,343 1,207,850 

営業外収益    

受取配当金 1,169 9,966 

売電収入 39,479 40,731 

デリバティブ評価益 － 311,449 

その他 63,494 72,172 

営業外収益合計 104,143 434,319 

営業外費用    

支払利息 7,070 3,939 

デリバティブ評価損 1,501,973 － 

売電原価 19,183 16,909 

その他 44,146 32,843 

営業外費用合計 1,572,374 53,692 

経常利益又は経常損失（△） △228,887 1,588,477 

特別利益    

固定資産売却益 1,036 － 

特別利益合計 1,036 － 

特別損失    

固定資産処分損 64,391 21,954 

特別損失合計 64,391 21,954 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△292,242 1,566,523 

法人税、住民税及び事業税 170,013 466,745 

法人税等調整額 △211,043 53,989 

法人税等合計 △41,029 520,734 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △251,212 1,045,788 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△251,212 1,045,788 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △251,212 1,045,788 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5,592 14,536 

繰延ヘッジ損益 △1,270,241 77,288 

その他の包括利益合計 △1,275,834 91,825 

四半期包括利益 △1,527,047 1,137,613 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,527,047 1,137,613 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△292,242 1,566,523 

減価償却費 154,826 193,109 

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,364 60,666 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △474 △1,777 

受取利息及び受取配当金 △1,198 △9,999 

支払利息 7,070 3,939 

社債発行費償却 1,111 626 

為替差損益（△は益） 43,034 32,217 

デリバティブ評価損益（△は益） 1,501,973 △311,449 

固定資産売却損益（△は益） △1,036 － 

固定資産処分損益（△は益） 64,391 21,954 

売上債権の増減額（△は増加） 28,500 501,224 

たな卸資産の増減額（△は増加） △658 113,212 

仕入債務の増減額（△は減少） △82,753 △95,838 

その他 △6,391 32,429 

小計 1,395,789 2,106,837 

利息及び配当金の受取額 1,198 9,999 

利息の支払額 △4,101 △3,724 

法人税等の支払額 △709,083 △1,734,595 

営業活動によるキャッシュ・フロー 683,801 378,517 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △407,530 △227,406 

無形固定資産の取得による支出 △40,155 △115,801 

投資有価証券の取得による支出 △2,050 △96,616 

その他 △7,640 △23,907 

投資活動によるキャッシュ・フロー △457,377 △463,731 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 135,000 － 

長期借入れによる収入 500,000 － 

長期借入金の返済による支出 △626,626 △370,473 

自己株式の取得による支出 △84 △78 

配当金の支払額 △940,634 △489,229 

財務活動によるキャッシュ・フロー △932,344 △859,781 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △43,034 △2,786 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △748,954 △947,782 

現金及び現金同等物の期首残高 4,928,652 6,131,327 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,179,697 5,183,545 

 

- 7 -



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期連結累計期間 ( 自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

当該事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２   建材関連事業 

不動産賃貸事
業 

その他 計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,307,581 4,722 421,896 4,734,199 － 4,734,199 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ 390,934 139,491 530,426 △530,426 － 

計 4,307,581 395,656 561,387 5,264,626 △530,426 4,734,199 

セグメント利益 1,365,722 236,540 120,784 1,723,047 △483,703 1,239,343 

（注）１．セグメント利益の調整額△483,703千円には、セグメント間取引消去△19,684千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△464,019千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２   建材関連事業 

不動産賃貸事
業 

その他 計 

売上高            

外部顧客への売上高 4,192,412 4,722 392,467 4,589,602 － 4,589,602 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ 423,213 126,487 549,700 △549,700 － 

計 4,192,412 427,935 518,955 5,139,302 △549,700 4,589,602 

セグメント利益 1,342,397 244,605 124,388 1,711,391 △503,541 1,207,850 

（注）１．セグメント利益の調整額△503,541千円には、セグメント間取引消去13,753千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△517,294千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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